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私
は
本
格
的
に
ケ
ル
ゼ
ン
を
研
究
し
て
き
た
訳
で
は
な
い
の
で
表
題
の
よ
う
な
テ
ー
マ
で
ど
こ
ま
で
書
け
る
か
は
、
い
さ
さ
か
心
も
 
 

と
な
い
の
で
あ
る
が
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
学
説
が
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
如
何
な
る
経
過
で
受
容
さ
れ
、
賛
否
を
ふ
く
め
て
如
何
な
る
議
論
が
 
 

展
開
さ
れ
、
又
現
在
の
イ
タ
リ
ア
の
学
者
は
膨
大
な
ケ
ル
ゼ
ン
学
説
の
ど
こ
に
注
目
し
て
研
究
を
お
こ
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
 
 

我
が
国
で
は
余
り
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
少
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
非
力
を
顧
み
ず
敢
え
て
稲
田
先
生
の
御
退
官
記
念
号
に
執
筆
さ
せ
て
 
 

頂
く
こ
と
に
し
た
。
と
い
う
の
も
私
の
ケ
ル
ゼ
ン
へ
の
関
心
は
本
学
に
赴
任
し
て
稲
田
先
生
と
親
し
く
接
す
る
よ
う
に
な
り
ケ
ル
ゼ
ン
 
 

に
つ
い
て
の
お
話
し
を
伺
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
大
き
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

私
が
本
学
に
赴
任
し
た
年
 
（
一
九
八
叫
年
）
 
が
偶
々
ケ
ル
ゼ
ン
生
誕
一
〇
〇
年
に
あ
た
り
、
ヴ
ィ
ー
ン
で
ケ
ル
ゼ
ン
・
シ
ム
ポ
ジ
ウ
 
 

三
五
九
 
 
 

は
じ
め
に
 
 

イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
ケ
ル
ゼ
ン
研
究
に
つ
い
て
 
 

文
 
 
男
 
 

井
 
 
口
 
 

は
じ
め
に
 
 

一
 
ケ
ル
ゼ
ン
研
究
事
始
 
 

ニ
 
ケ
ル
ゼ
ン
と
フ
ロ
イ
ト
 
 

三
 
若
き
ケ
ル
ゼ
ン
と
 
『
ダ
ン
テ
の
国
家
論
』
 
 

ま
と
め
に
か
え
て
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三
六
〇
 
 

（
2
一
 
 

（
エ
 
 

（
3
）
 
 

ム
が
開
か
れ
、
稲
田
先
生
も
招
待
さ
れ
て
出
席
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
報
告
を
公
法
判
例
研
究
会
で
し
て
頂
い
た
。
そ
の
後
イ
タ
 
 

リ
ア
の
「
百
科
全
書
協
会
 
（
l
s
t
i
t
u
t
O
d
e
ニ
a
 
E
コ
C
i
c
－
O
p
e
d
i
a
 
l
t
a
】
i
a
コ
a
）
」
か
ら
も
一
九
八
一
年
一
〇
月
二
九
日
～
二
二
日
に
ロ
ー
マ
 
 

で
お
こ
な
わ
れ
る
ケ
ル
ゼ
ン
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
招
待
状
が
稲
田
先
生
に
届
き
、
そ
れ
を
先
生
に
見
せ
て
頂
い
て
イ
タ
リ
ア
で
も
ケ
 
 

（
4
」
 
 

ル
ゼ
ン
学
説
の
影
響
が
大
な
る
こ
と
を
知
っ
た
次
第
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
私
は
イ
タ
リ
ア
の
ケ
ル
ゼ
ン
研
究
に
次
第
に
興
味
を
 
 

覚
え
る
よ
う
に
な
り
、
細
々
と
し
て
で
は
あ
る
が
資
料
と
文
献
を
集
め
、
又
ロ
ー
マ
滞
在
中
に
は
先
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
を
公
刊
 
 

し
た
本
も
人
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
契
機
を
与
え
て
下
さ
っ
た
稲
田
先
生
の
学
恩
に
 
 

感
謝
し
っ
つ
、
不
十
分
で
は
あ
る
こ
と
は
承
知
の
上
で
現
在
の
と
こ
ろ
で
私
が
で
き
る
範
囲
で
ま
と
め
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
 
 

盲
）
 
 
 

尚
、
稲
田
先
生
の
ケ
ル
ゼ
ン
研
究
の
成
果
は
本
雑
誌
第
二
二
巻
第
二
号
に
「
純
粋
法
学
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
批
判
」
と
し
て
公
表
さ
れ
 
 

て
い
る
。
そ
こ
で
は
「
壮
大
け
ん
ら
ん
た
る
純
粋
法
学
の
理
論
体
系
」
が
簡
潔
に
紹
介
さ
れ
、
そ
の
「
法
段
階
構
造
論
」
は
「
も
は
や
 
 

（
6
）
 
 

今
日
で
は
法
学
の
共
有
財
産
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
」
と
の
評
価
を
お
こ
な
い
つ
つ
も
、
純
粋
法
学
の
も
つ
他
の
側
面
、
「
即
ち
イ
 
 

（
7
一
 
 

デ
オ
ロ
ギ
ー
批
判
の
面
に
つ
い
て
は
・
・
・
・
未
だ
に
一
般
的
に
十
分
な
評
価
が
な
さ
れ
て
い
な
い
」
 
と
の
立
場
か
ら
、
こ
の
面
に
注
 
 

目
さ
れ
、
一
方
で
は
自
然
法
論
へ
の
批
判
、
他
方
で
は
マ
ル
ク
子
王
義
国
家
論
及
び
法
学
批
判
を
と
り
あ
げ
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
内
在
的
批
 
 

官
一
 
 

判
の
鋭
さ
を
検
討
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
稲
田
先
生
の
筆
は
こ
こ
で
止
ま
る
こ
と
な
く
、
更
に
進
ん
で
こ
の
内
在
的
批
判
の
方
法
を
逆
 
 

手
に
と
っ
て
ケ
ル
ゼ
ン
自
身
に
向
け
、
一
切
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
は
無
縁
と
称
さ
れ
る
純
粋
法
学
そ
の
も
の
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
批
判
を
 
 

（
1
0
）
 
 

す
）
 
 

お
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
。
規
範
主
義
の
形
式
論
理
の
も
つ
 
「
体
制
の
侍
女
た
る
役
割
」
、
あ
る
い
は
法
段
階
構
造
論
そ
の
も
の
が
客
観
 
 

的
に
は
矛
盾
の
存
在
す
る
法
素
材
を
外
観
上
整
然
た
る
統
一
体
系
に
ま
と
め
あ
げ
、
実
定
法
の
擁
護
に
至
る
点
で
体
制
強
化
の
イ
デ
オ
 
 

（
U
 
 

ロ
ギ
ー
を
有
す
る
こ
と
が
鋭
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
又
ケ
ル
ゼ
ン
の
人
間
行
態
の
評
価
に
お
い
て
は
人
格
性
 
（
自
由
）
 
を
も
つ
人
間
と
 
 

、
に
、
 
 

そ
う
で
な
い
人
間
の
選
別
が
な
さ
れ
、
後
者
が
切
り
捨
て
ら
れ
る
と
い
う
ケ
ル
ゼ
ン
の
自
由
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
信
奉
者
と
し
て
の
 
 

側
面
も
み
ご
と
に
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
な
筆
鋒
鋭
い
ケ
ル
ゼ
ン
批
判
を
ふ
ま
え
て
議
論
を
展
開
す
る
こ
と
は
私
の
力
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
又
い
さ
さ
か
荷
 
 

が
重
い
の
で
、
そ
の
処
女
作
が
『
ダ
ン
テ
・
ア
リ
ギ
エ
ー
リ
の
国
家
論
』
で
あ
り
、
一
九
六
〇
年
に
は
ロ
ー
マ
で
ア
カ
デ
ミ
ア
∴
丁
イ
・
 
 

リ
ン
チ
ェ
イ
の
法
学
部
門
の
フ
ェ
ル
ト
リ
ネ
ッ
リ
国
際
賞
を
受
け
た
こ
と
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
イ
タ
リ
ア
と
の
関
係
も
決
し
て
稀
少
で
 
 

は
な
い
ケ
ル
ゼ
ン
の
学
説
が
、
そ
の
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
研
究
さ
れ
て
い
る
の
か
を
、
ま
ず
は
紹
介
し
て
み
る
こ
と
に
し
 
 

よ
、
フ
。
 
 

証
 
 

（
1
）
 
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
は
参
照
、
長
尾
龍
一
「
『
ケ
ル
ゼ
ン
百
年
』
の
周
辺
」
（
法
学
セ
ミ
ナ
1
三
二
二
号
、
一
九
八
一
年
一
二
月
、
三
二
三
号
、
 
 
 

一
九
八
二
年
一
月
）
。
 
 

（
2
）
稲
田
先
生
は
ハ
ン
ス
÷
ル
ゼ
ン
研
究
所
の
二
六
人
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ト
の
御
一
人
で
あ
り
、
そ
の
関
係
で
招
待
を
受
け
 
 

る
こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
人
で
は
他
に
原
秀
男
、
井
口
大
介
、
長
尾
龍
一
氏
が
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。
 
 

く
g
r
 
H
a
n
s
K
e
－
s
e
n
z
u
ヨ
G
e
d
e
コ
k
e
コ
（
S
c
h
r
i
f
t
e
n
r
e
i
e
d
e
s
H
a
n
s
K
e
－
s
e
n
・
l
n
s
t
i
t
u
｛
s
－
B
a
n
d
－
）
－
W
i
e
n
」
虫
＃
S
．
芦
 
 

（
3
）
 
テ
ー
マ
は
「
ケ
ル
ゼ
ン
の
『
根
本
規
範
』
を
中
心
と
し
て
」
で
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
議
論
を
三
人
の
報
告
者
の
レ
ジ
ュ
メ
 
（
ラ
ル
7
ド
ラ
イ
ヤ
ー
 
 

「
根
本
規
範
論
に
つ
い
て
」
、
オ
イ
ケ
ン
・
フ
ッ
ヒ
ヤ
ー
「
ケ
ル
ゼ
ン
の
仮
説
的
根
本
規
範
へ
の
批
判
」
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ペ
ン
ユ
ニ
ク
「
根
本
規
範
 
 
 

の
二
側
面
」
）
も
コ
ピ
ー
し
て
配
付
さ
れ
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
遺
稿
『
規
範
の
一
般
理
論
』
で
根
本
規
範
を
H
y
p
O
｛
h
e
紹
で
な
く
、
F
i
k
t
i
O
n
と
し
て
い
る
こ
 
 

と
の
問
題
を
中
心
に
、
先
生
の
御
意
見
も
交
え
詳
し
く
紹
介
さ
れ
た
。
 
 

（
4
）
招
待
状
に
よ
る
と
全
体
テ
ー
マ
は
「
二
〇
世
紀
の
哲
学
・
法
文
化
に
お
け
る
ハ
ン
ス
・
ケ
ル
ゼ
ン
」
で
、
報
告
は
以
下
の
通
り
。
 
 

一
〇
月
二
九
日
午
前
の
部
 
 

司
会
 
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
・
ヴ
7
ツ
サ
リ
 
（
ロ
ー
マ
大
学
）
 
 

リ
ッ
カ
ル
ド
・
モ
ナ
コ
 
（
ロ
ー
マ
大
学
）
 
 

同
午
後
の
部
 
 
 

司
会
 
ブ
ル
ー
ノ
・
パ
ラ
デ
ィ
ー
ジ
 
（
ロ
ー
マ
大
学
）
 
 

報
告
 
カ
ル
ロ
・
ロ
ー
エ
ッ
セ
ン
 
（
ナ
ポ
リ
大
学
）
 
 

フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
■
エ
ル
マ
コ
ー
ラ
 
（
ヴ
ィ
ー
ン
大
学
）
 
 
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
憲
法
の
起
草
者
と
し
て
の
ハ
ン
ス
・
ケ
ル
ゼ
ン
」
 
 

「
ケ
ル
ゼ
ン
と
国
際
法
学
」
 
 

「
ケ
ル
ゼ
ン
と
ド
イ
ツ
公
法
学
」
 
 

三
六
一
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ガ
ユ
タ
ー
′
・
カ
ラ
ブ
ロ
 
へ
十
ポ
リ
大
学
）
 
 
「
ケ
ル
ゼ
ン
と
新
カ
ン
ト
主
義
」
 
 

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
∴
ン
ェ
ン
テ
ィ
ー
レ
 
（
ナ
ポ
リ
大
学
）
 
 
「
ケ
ル
ゼ
ン
思
想
に
お
け
る
規
範
の
効
力
と
根
拠
の
関
係
を
め
ぐ
る
問
題
」
 
 

同
午
後
の
郡
 
 
 

司
会
 
セ
ル
ジ
ョ
・
コ
ツ
タ
 
（
ロ
ー
マ
大
学
）
 
 
 

報
告
 
ル
ー
ナ
ヨ
・
コ
レ
ソ
テ
ィ
 
（
ロ
ー
マ
大
学
）
 
 
「
ケ
ル
ゼ
ン
と
法
と
国
家
の
共
産
主
義
理
論
」
 
 

稲
田
陽
一
「
純
粋
法
学
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
批
判
」
 
（
『
岡
山
大
学
法
学
会
雑
誌
』
第
二
二
親
二
＝
号
、
一
九
七
二
牛
山
○
月
）
。
 
 

同
右
二
頁
。
 
 

同
右
三
頁
。
 
 

同
右
七
頁
以
下
参
照
∪
 
 

同
右
一
九
頁
以
下
参
照
。
 
 

同
右
二
一
頁
。
 
 
 

一
〇
月
三
一
日
 
 

司
会
 
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
ア
レ
ッ
シ
 
（
イ
タ
リ
ア
百
科
全
書
協
会
会
長
）
 
 

報
告
 
ジ
ョ
ヴ
ア
ン
l
t
・
タ
レ
ッ
ロ
 
（
ジ
ュ
ノ
ヴ
ァ
大
学
）
 
 

ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
二
・
モ
ッ
ツ
ォ
 
（
ロ
ー
マ
大
学
）
 
 

テ
ィ
ー
タ
ー
・
グ
リ
ム
 
（
ビ
レ
フ
工
ル
ト
大
学
）
 
 

一
〇
月
三
〇
臼
午
前
の
部
 
 
 

司
会
 
フ
ェ
リ
ッ
万
／
ス
・
エ
ル
マ
コ
ー
ラ
 
 

報
告
 
ウ
ベ
ル
ト
・
ス
カ
ル
ペ
リ
り
 
㌻
ニ
フ
ノ
大
学
）
 
 

ジ
ャ
コ
モ
・
ガ
ヴ
7
ツ
リ
ィ
 
ヘ
バ
ザ
ィ
ア
大
学
）
 
 

報
告
 
ロ
ベ
ル
ト
・
ヴ
7
ル
タ
ー
（
ヴ
ィ
ー
ン
大
学
）
 
 

ヴ
ィ
ソ
ト
リ
オ
・
フ
ロ
ン
ー
ニ
（
ロ
ー
マ
大
学
）
 
 

レ
ナ
－
ト
・
ト
レ
ウ
ェ
ス
 
（
ミ
ラ
ノ
大
学
）
 
 

′
ル
ベ
ル
ト
・
ポ
ッ
ビ
オ
 
（
ト
リ
ノ
大
学
）
 
 
 

エ
ア
ハ
ル
ト
・
ヂ
ニ
ン
ガ
ー
（
T
」
二
W
・
ゲ
ー
テ
大
学
〕
 
 

リ
ッ
カ
ル
ド
・
グ
ア
ス
テ
ィ
ニ
（
ゾ
ェ
′
ヴ
ァ
大
草
）
 
 「

ケ
ル
ゼ
ン
の
 
『
規
範
の
一
般
理
論
』
 
に
照
ら
し
て
の
若
干
の
法
理
諭
上
の
諸
問
題
」
 
 

「
ケ
ル
ゼ
ン
と
ロ
マ
ー
ノ
」
 
 

「
ケ
ル
ゼ
ン
と
社
会
学
」
 
 

「
ケ
ル
ゼ
ン
と
権
力
の
問
題
」
 
 

「
ケ
ル
ゼ
ン
へ
の
内
在
的
批
判
」
 
 
 

「
妥
当
性
と
実
効
性
」
 
 

「
ヨ
一
口
リ
バ
文
化
に
お
け
る
ケ
ル
ゼ
ン
」
 
 

「
イ
タ
リ
ア
公
法
へ
の
ケ
ル
ゼ
ン
理
論
の
継
受
」
 
 

「
ケ
ル
ゼ
ン
に
お
け
る
憲
法
解
釈
と
憲
法
裁
判
」
 
 

「
人
権
と
実
定
法
と
の
関
係
」
 
 
 

「
マ
ル
ク
ス
主
義
批
判
者
と
し
て
の
ケ
ル
ゼ
ン
」
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ケ
ル
ゼ
ン
の
名
前
が
イ
タ
リ
ア
に
知
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
の
は
一
九
〇
七
年
に
法
史
家
ア
リ
ッ
ゴ
・
ソ
ル
ミ
が
「
ハ
ン
ス
・
ケ
ル
ゼ
 
 

ン
‥
ダ
ン
テ
・
ア
リ
ギ
エ
ー
リ
の
国
家
論
」
を
『
イ
タ
リ
ア
・
ダ
ン
テ
協
会
紀
要
』
 
に
掲
載
し
て
か
ら
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
但
し
、
 
 

、
－
 
 

当
時
に
お
い
て
は
ダ
ン
テ
研
究
の
専
門
家
と
い
う
極
め
て
限
ら
れ
た
範
囲
を
出
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ケ
ル
ゼ
ン
の
法
思
想
を
取
り
 
 

上
げ
た
と
い
う
点
で
は
一
九
一
二
年
に
バ
レ
ル
モ
の
法
学
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
エ
ウ
ジ
ェ
ニ
オ
・
カ
ル
ロ
に
よ
る
「
純
粋
法
学
と
経
験
 
 

（
2
）
 
 

法
学
」
が
最
初
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
法
哲
学
・
法
理
論
、
国
法
学
、
国
際
法
の
分
野
に
わ
た
る
ケ
 
 

（
3
）
 
 

ル
ゼ
ン
理
論
の
紹
介
・
批
判
的
検
討
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
く
。
 
 
 

ケ
ル
ゼ
ン
の
著
作
そ
の
も
の
が
最
初
に
翻
訳
さ
れ
た
の
は
、
一
九
二
四
年
に
 
『
国
際
・
法
哲
学
雑
誌
』
 
に
公
表
さ
れ
た
「
公
法
と
私
 
 
 

（
4
一
 
 

法
」
 
で
あ
る
が
、
翻
訳
者
は
明
ら
か
で
な
く
、
又
原
題
も
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
か
ら
マ
ル
ケ
ッ
テ
ィ
は
、
こ
れ
は
「
ケ
ル
ゼ
ン
が
 
 

〔
5
）
 
 

イ
タ
リ
ア
の
読
者
の
た
め
に
の
み
執
筆
し
、
イ
タ
リ
ア
語
に
翻
訳
さ
れ
、
公
表
さ
れ
た
」
 
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
 
 
 

そ
れ
か
ら
五
年
後
、
一
九
二
九
年
に
フ
ァ
シ
ス
ト
左
派
の
知
識
人
ア
ル
ナ
ル
ド
・
ヴ
ォ
ル
ピ
チ
ェ
ッ
リ
と
り
－
ゴ
・
ス
ビ
リ
ト
の
編
 
 

盲
）
 
 

集
す
る
雑
誌
『
法
、
経
済
及
び
政
治
の
新
研
究
』
 
に
ケ
ル
ゼ
ン
の
「
議
会
制
の
問
題
」
が
翻
訳
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
倫
理
的
国
家
 
 

を
標
模
す
る
フ
ァ
シ
ス
ト
が
理
論
上
の
敵
と
も
言
え
る
ケ
ル
ゼ
ン
の
論
稿
を
翻
訳
す
る
と
い
う
の
は
奇
妙
で
も
あ
り
、
又
逆
に
イ
タ
リ
 
 

ア
・
フ
ァ
シ
ス
ト
の
知
的
寛
大
さ
を
示
す
も
の
と
も
言
え
な
い
で
も
な
い
が
、
こ
の
へ
ん
の
事
情
は
次
の
編
集
者
の
短
い
コ
メ
ン
ト
で
 
 

幾
分
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
「
我
々
は
こ
の
ケ
ル
ゼ
ン
の
論
稿
を
彼
の
好
意
的
な
許
可
に
よ
り
我
々
の
雑
誌
に
掲
載
す
る
こ
と
に
し
 
 

三
六
三
 
 
 

（
1
1
）
 
同
右
二
一
～
二
二
頁
。
 
 

（
1
2
）
 
同
右
三
一
頁
。
 
 ケ

ル
ゼ
ン
研
究
事
始
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三
六
四
 
 
 

た
。
翻
訳
は
ブ
ル
ー
ノ
・
フ
リ
ー
リ
ィ
教
授
に
お
願
い
し
た
。
『
新
研
究
』
 
は
ケ
ル
ゼ
ン
の
見
解
に
与
す
る
こ
と
も
な
く
、
又
ケ
ル
ゼ
ン
 
 

の
問
題
把
握
と
そ
の
解
決
に
賛
成
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
こ
と
は
自
明
の
こ
と
で
あ
る
。
我
々
は
更
に
ケ
ル
ゼ
ン
の
著
名
で
重
要
な
著
 
 

作
を
詳
細
な
批
判
的
コ
メ
ン
ト
付
で
公
表
す
る
で
あ
ろ
う
。
ケ
ル
ゼ
ン
の
名
は
今
日
で
は
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
論
争
を
呼
ん
で
い
る
 
 

テ
」
 
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
の
理
論
を
無
視
す
る
訳
に
は
い
か
な
い
」
。
 
 
 

こ
こ
か
ら
、
フ
ァ
シ
ス
ト
の
主
唱
す
る
協
同
体
が
民
主
主
義
に
優
越
す
る
こ
と
を
ケ
ル
ゼ
ン
の
民
主
主
義
論
と
対
置
す
る
こ
と
に
よ
 
 

（
且
 
 

値
」
を
加
え
て
一
冊
の
本
が
 
『
一
般
国
家
学
概
要
そ
の
他
』
 
と
題
し
て
一
九
三
三
年
に
公
刊
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 
 
 

っ
て
読
者
に
納
得
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
し
か
し
逆
に
ケ
ル
ゼ
ン
の
理
論
を
イ
タ
リ
ア
に
普
 
 

及
す
る
と
い
う
役
割
も
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
。
実
際
、
以
後
こ
の
雑
誌
に
お
い
て
は
「
一
般
国
家
学
概
要
」
、
「
自
然
法
思
想
論
」
、
「
法
 
 

形
式
主
義
と
純
粋
法
学
」
が
相
次
い
で
翻
訳
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
か
〈
し
て
翻
訳
さ
れ
た
四
つ
の
論
稿
に
「
民
主
主
義
の
本
質
と
価
 
 

百
）
 
 

こ
の
よ
う
に
ケ
ル
ゼ
ン
の
理
論
と
は
相
容
れ
な
い
フ
ァ
シ
ス
ト
知
識
人
に
よ
っ
て
ケ
ル
ゼ
ン
の
業
績
の
翻
訳
・
紹
介
・
批
判
が
な
さ
 
 

れ
た
の
が
戦
前
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
ケ
ル
ゼ
ン
研
究
の
一
つ
の
特
色
で
あ
る
と
言
え
よ
う
ウ
 
 
 

ニ
れ
に
対
し
て
ケ
ル
ゼ
ン
に
与
し
て
ケ
ル
ゼ
ン
理
論
の
普
及
に
貢
献
し
た
の
が
レ
ナ
ー
ト
・
ト
レ
ヴ
ュ
ス
で
あ
る
。
彼
は
一
九
三
三
 
 

（
川
）
 
 

年
に
「
純
粋
法
学
」
を
翻
訳
し
て
お
り
、
そ
の
間
の
事
情
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
「
私
は
一
九
三
二
年
九
月
に
ケ
ル
ン
で
ケ
ル
ゼ
ン
と
 
 

知
り
合
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
当
時
私
は
ケ
ル
ゼ
ン
の
著
作
の
研
究
に
没
頭
し
て
お
り
、
そ
の
哲
学
上
の
基
本
思
想
に
つ
い
て
の
若
 
 

干
の
説
明
を
ケ
ル
ゼ
ン
自
身
か
ら
聞
き
た
い
と
思
い
、
彼
を
訪
ね
た
の
で
あ
る
。
私
の
訪
問
中
、
我
々
は
法
哲
学
上
の
技
術
的
問
題
に
 
 

つ
い
て
の
み
で
は
な
く
、
他
の
テ
ー
マ
、
と
り
わ
け
当
時
の
政
治
情
勢
に
つ
い
て
も
語
り
あ
っ
た
。
ナ
チ
ス
の
勝
利
は
目
前
に
迫
っ
て
 
 

お
り
、
民
主
主
義
を
熱
望
し
、
ナ
チ
ス
運
動
の
激
烈
な
反
対
者
で
あ
る
ケ
ル
ゼ
ン
は
ナ
チ
ス
の
勝
利
の
帰
結
す
る
と
こ
ろ
を
明
白
に
み
 
 

て
と
っ
て
い
た
。
そ
れ
故
、
彼
は
ド
イ
ツ
を
で
き
る
だ
け
早
く
立
ち
去
り
、
学
問
・
教
授
活
動
を
自
由
に
続
け
ら
れ
る
他
の
土
地
に
腰
 
 

を
落
ち
着
け
る
と
の
意
図
を
隠
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
私
の
訪
問
直
後
に
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
未
公
表
の
新
し
い
著
作
の
写
し
を
送
っ
て
き
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〓
 
 

た
。
私
は
彼
の
希
望
に
応
え
て
、
こ
れ
を
イ
タ
リ
ア
語
に
翻
訳
し
た
」
。
こ
の
よ
う
に
し
て
一
九
三
四
年
に
ド
イ
ツ
語
で
公
表
さ
れ
る
 
 

以
前
に
ケ
ル
ゼ
ン
の
純
粋
法
学
の
基
礎
の
説
明
は
イ
タ
リ
ア
語
で
発
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
戦
前
イ
タ
リ
ア
に
 
 

お
け
る
ケ
ル
ゼ
ン
の
著
作
の
翻
訳
は
こ
れ
が
最
後
と
な
っ
た
。
 
 

に
、
 
 
 

と
こ
ろ
で
戦
前
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
ケ
ル
ゼ
ン
の
名
前
の
普
及
に
貢
献
し
た
人
物
が
も
う
一
人
い
る
。
サ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
ー
ノ
で
あ
 
 

（
1
3
〉
 
 

る
。
ヴ
ィ
ツ
ト
リ
オ
■
フ
ロ
ン
ー
ニ
は
こ
の
ロ
マ
ー
ノ
と
ケ
ル
ゼ
ン
を
対
比
し
て
興
味
深
い
検
討
を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
で
以
下
に
簡
 
 

単
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。
 
 
 

ロ
マ
ー
ノ
は
フ
ラ
ン
ス
の
オ
ー
リ
ウ
と
と
も
に
「
制
度
学
派
」
に
属
し
て
い
る
の
で
ケ
ル
ゼ
ン
の
規
範
主
義
と
は
真
向
か
ら
対
立
す
 
 

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
一
九
一
人
年
に
ロ
マ
ー
ノ
が
公
刊
し
た
『
法
秩
序
論
』
 
に
お
い
て
は
ケ
ル
ゼ
ン
の
規
範
主
義
は
極
端
に
 
 

至
る
ま
で
悪
化
し
た
視
点
の
表
現
で
あ
る
と
決
め
つ
け
て
い
る
。
叉
法
と
国
家
の
同
一
性
論
も
「
国
家
が
何
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
と
 
 

国
家
が
何
を
な
す
か
と
い
う
こ
と
と
を
混
同
す
る
」
主
張
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
。
そ
れ
故
、
ケ
ル
ゼ
ン
に
と
っ
て
は
国
家
（
お
よ
び
法
）
 
 

が
論
理
的
に
何
で
「
あ
る
」
か
が
重
要
な
の
に
対
し
、
ロ
マ
ー
ノ
に
と
っ
て
肝
心
な
の
は
国
家
が
実
際
に
、
現
実
に
何
を
「
な
す
」
か
 
 

■
ほ
、
 
 
 

又
両
者
は
国
家
と
教
会
の
関
係
の
把
握
に
お
い
て
も
対
立
す
る
。
ケ
ル
ゼ
ン
が
教
会
も
法
秩
序
で
あ
る
限
り
国
家
で
あ
る
と
す
る
の
 
 

に
対
し
、
ロ
マ
ー
ノ
は
か
〈
す
れ
ば
国
家
と
い
う
用
語
に
通
常
と
は
異
な
る
悪
意
的
な
意
味
を
付
与
す
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
反
対
す
 
 

る
。
教
会
法
の
権
威
で
も
あ
る
ロ
マ
ー
ノ
に
と
っ
て
は
国
家
と
教
会
と
の
関
係
は
幾
世
紀
に
も
わ
た
る
展
開
を
背
後
に
も
つ
複
雑
な
も
 
 

の
で
あ
り
、
起
源
を
異
に
す
る
二
つ
の
秩
序
で
あ
る
。
総
じ
て
ケ
ル
ゼ
ン
の
法
一
元
論
に
対
し
、
ロ
マ
ー
ノ
は
法
多
元
論
に
立
つ
と
言
 
 

垂
 
 

え
よ
う
。
 
 
 

こ
の
両
者
の
違
い
の
淵
源
に
つ
き
探
究
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
フ
ロ
シ
ー
ニ
に
よ
る
と
ケ
ル
ゼ
ン
の
法
一
元
論
を
そ
の
起
源
に
 
 

ま
で
遡
っ
て
考
察
す
る
た
め
に
は
フ
ロ
イ
ト
の
精
神
分
析
学
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
カ
フ
カ
が
述
べ
た
如
く
フ
ロ
イ
ト
の
著
作
は
 
 

三
六
五
 
 
 

と
い
う
こ
と
に
な
る
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三
六
六
 
 
 

現
代
の
た
め
に
善
か
れ
た
ユ
ダ
ヤ
史
の
一
章
で
あ
り
、
タ
ル
ム
ー
ト
 
〔
ユ
ダ
ヤ
法
典
〕
 
の
最
新
の
注
釈
と
も
一
言
え
る
。
こ
の
鋭
い
直
観
 
 

は
精
神
分
析
学
の
形
成
さ
れ
た
歴
史
的
背
景
を
見
事
に
言
い
当
て
て
い
る
。
フ
ロ
イ
ト
の
思
想
の
中
に
は
、
彼
が
教
育
を
受
け
た
イ
ス
 
 

ラ
エ
ル
の
宗
教
的
伝
統
と
彼
が
科
学
者
と
し
て
獲
得
し
た
合
理
主
義
的
な
も
の
と
い
う
二
つ
の
文
化
の
統
合
過
程
が
あ
っ
た
。
か
く
し
 
 

て
フ
ロ
イ
ト
は
神
話
に
帰
依
す
る
こ
と
な
く
儀
式
に
服
従
す
る
こ
と
も
な
く
、
父
祖
伝
来
の
信
仰
と
提
を
合
理
化
・
昇
聾
す
る
と
い
う
 
 

作
業
を
普
遍
的
か
つ
雄
大
な
方
法
で
な
し
と
げ
、
今
世
紀
の
人
間
意
識
の
貴
大
の
解
釈
者
と
な
っ
た
。
彼
の
理
論
は
単
な
る
心
理
学
で
 
 

「
け
〉
 
 

〔
1
8
一
 
 

は
な
く
メ
タ
心
理
学
と
も
呼
ば
れ
る
こ
と
を
考
慮
に
い
れ
る
こ
と
な
L
に
は
彼
の
人
間
研
究
を
適
切
に
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
り
 
 
 

フ
ロ
イ
ト
に
つ
い
て
の
こ
の
よ
う
な
理
解
は
ケ
ル
ゼ
ン
に
も
妥
当
す
る
。
ケ
ル
ゼ
ン
の
法
観
念
の
精
神
的
起
源
は
啓
蒙
主
義
と
法
実
 
 

証
主
義
の
批
判
的
方
法
論
に
よ
り
純
化
・
刷
新
さ
れ
た
モ
ー
ゼ
の
律
法
の
書
と
理
想
と
の
古
来
の
命
題
に
ま
る
で
遡
る
。
そ
れ
は
か
く
 
 

し
て
ユ
ダ
ヤ
の
み
の
歴
史
的
伝
統
に
も
は
や
条
件
づ
け
ら
れ
な
い
普
遍
性
を
獲
得
し
、
法
の
メ
タ
テ
オ
リ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
 
 

拍
ノ
 
 

ケ
ル
ゼ
ン
の
理
論
は
我
々
の
時
代
の
仝
法
意
識
に
正
当
に
も
関
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
フ
ロ
ン
ー
ニ
は
言
う
。
ト
ー
マ
ス
・
マ
 
 

ン
に
よ
れ
ば
モ
ー
ゼ
こ
そ
が
律
法
と
契
約
の
書
を
考
え
出
し
た
の
で
あ
り
、
か
く
し
て
秩
序
が
無
秩
序
に
勝
利
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 
 

（
糾
 
 

そ
し
て
こ
れ
こ
そ
が
ケ
ル
ゼ
、
／
の
言
う
法
律
で
あ
る
U
 
フ
ロ
イ
ト
研
究
に
つ
い
て
は
近
年
進
歩
が
著
し
い
が
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
精
神
形
成
 
 

り
‥
 
 

に
つ
い
て
の
研
究
は
乏
し
い
。
そ
れ
故
純
粋
法
学
と
精
神
分
析
学
と
の
関
係
は
更
に
研
究
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
フ
ロ
シ
 
 

ー
ニ
の
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

秩
序
を
確
保
す
る
も
の
と
し
て
の
法
を
他
の
一
切
の
も
の
か
ら
切
り
馳
し
て
、
法
の
み
を
法
学
の
研
究
対
象
と
す
る
ケ
ル
ゼ
ン
と
は
 
 

異
な
り
、
ロ
マ
ー
ノ
の
場
合
に
は
慣
行
の
な
か
に
法
が
内
在
す
る
も
の
と
し
、
真
理
と
事
実
と
の
継
続
的
な
相
互
転
検
を
説
く
。
そ
れ
 
 

故
規
範
を
事
実
に
結
び
つ
け
、
慣
行
あ
る
い
は
社
会
的
行
為
の
形
態
自
体
に
法
の
構
造
を
認
識
す
る
こ
と
に
な
る
り
 
ケ
ル
ゼ
ン
の
場
合
 
 

と
は
反
対
に
、
こ
こ
で
は
規
範
体
系
の
壮
大
な
網
の
目
は
成
立
し
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
合
法
的
秩
序
に
か
わ
っ
て
法
的
無
秩
序
と
い
 
 

う
不
合
理
さ
え
も
生
じ
る
っ
 
「
革
命
は
不
完
全
、
流
動
的
、
暫
定
的
と
は
い
え
真
正
の
秩
序
に
転
化
す
る
」
。
こ
の
流
動
性
が
安
定
化
す
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以
上
の
如
く
戦
前
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
ケ
ル
ゼ
ン
研
究
は
、
一
方
で
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
左
派
知
識
人
、
キ
リ
ス
ト
教
理
念
に
も
と
づ
く
 
 

制
度
学
派
と
い
う
敵
対
的
陣
営
に
よ
り
批
判
的
に
お
こ
な
わ
れ
る
の
が
圧
倒
的
で
あ
り
、
よ
り
好
意
的
に
は
ト
レ
ヴ
ュ
ス
の
翻
訳
が
み
 
 

三
六
七
 
 
 

ケ
ル
ゼ
ン
の
場
合
に
は
当
事
者
間
の
関
係
を
規
範
的
に
、
ロ
マ
ー
ノ
の
場
合
に
は
制
度
的
に
捉
え
る
と
い
う
違
い
こ
そ
あ
れ
、
法
秩
 
 

序
と
い
う
観
念
は
両
者
に
と
っ
て
基
本
的
枠
組
み
と
な
っ
て
お
り
、
と
も
に
非
人
格
化
さ
れ
た
法
形
態
と
し
て
の
近
代
ヨ
一
口
ソ
パ
国
 
 

家
の
歴
史
的
観
念
を
反
映
し
、
市
民
相
互
間
の
法
的
関
係
と
国
家
間
の
国
際
関
係
を
保
障
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
観
 
 

念
は
一
九
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
の
自
由
主
義
的
進
展
の
成
果
で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
主
義
か
ら
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
い
た
る
他
の
種
々
の
反
 
 

（
担
 
 

国
家
主
義
的
観
念
と
は
共
通
の
基
盤
に
よ
り
一
線
を
画
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

以
上
、
ケ
ル
ゼ
ン
と
ロ
マ
ー
ノ
の
精
神
的
・
実
践
的
態
度
は
権
威
主
義
的
現
象
に
対
し
て
著
し
く
異
な
り
、
両
者
に
対
し
て
悪
意
的
 
 

な
も
の
を
正
当
化
し
、
あ
る
い
は
事
実
を
合
法
化
す
る
と
い
う
非
雉
が
向
け
ら
れ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
両
者
と
も
法
学
者
と
し
て
 
 

の
職
責
 
（
法
を
擁
護
し
、
現
実
に
一
時
的
に
生
じ
る
如
何
な
る
逸
脱
を
も
法
で
も
っ
て
擁
護
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
）
 
を
放
棄
す
る
 
 

こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
ケ
ル
ゼ
ン
と
ロ
マ
ー
ノ
の
名
は
、
政
治
的
学
問
的
議
論
の
地
平
に
お
い
て
は
敵
対
的
で
あ
っ
た
と
は
い
、
え
、
 
 

霞
 
 

と
も
に
二
〇
世
紀
の
哲
学
・
法
文
化
の
歴
史
に
残
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
 
 

既
成
の
社
会
権
力
へ
の
従
順
、
家
族
一
門
の
価
値
の
信
仰
が
根
を
お
ろ
し
て
い
た
 
 

W
弛
 
 

る
こ
と
に
よ
り
新
し
い
秩
序
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
新
し
い
規
範
の
創
設
の
最
終
過
程
そ
の
も
の
が
す
で
に
法
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
ロ
マ
ー
ノ
の
観
念
の
源
泉
を
た
ど
る
と
、
反
宗
教
改
革
の
色
彩
を
強
く
も
つ
カ
ト
リ
ッ
ク
思
想
の
連
綿
た
る
伝
統
、
今
 
 

世
紀
初
頭
の
ネ
オ
・
イ
デ
ア
リ
ズ
ム
、
そ
し
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
改
革
と
啓
蒙
革
命
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
二
つ
の
偉
大
な
革
命
に
歴
 
 

史
的
理
由
か
ら
し
て
無
縁
の
ま
ま
で
あ
っ
た
シ
チ
リ
ア
特
有
の
意
識
と
い
う
不
文
の
哲
学
が
あ
る
ら
 
ロ
マ
ー
ノ
の
生
地
シ
チ
リ
ア
で
は
 
 

旧
約
の
伝
統
は
殆
ど
無
視
さ
れ
続
け
、
合
理
主
義
的
批
判
は
普
及
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
ゥ
そ
こ
で
は
慣
習
の
迷
信
的
な
ま
で
の
遵
守
、
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三
六
八
 
 
 

ら
れ
る
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
フ
ァ
シ
ズ
ム
崩
壊
後
の
戦
後
に
お
い
て
は
ケ
ル
ゼ
ン
の
研
究
に
特
別
の
注
意
が
払
わ
れ
、
 
 

（
雄
 
 

翻
訳
も
盛
ん
に
な
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
研
究
領
域
も
ヴ
ァ
ツ
サ
リ
の
述
べ
る
如
く
、
法
の
一
般
理
論
、
法
哲
学
、
憲
 
 

法
学
、
国
際
法
学
、
政
治
制
度
・
政
治
理
論
と
い
う
ケ
ル
ゼ
ン
の
全
領
域
に
及
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
七
〇
年
代
以
降
は
、
 
 

先
に
紹
介
し
た
フ
ロ
シ
ー
ニ
の
説
く
如
く
、
一
方
で
は
ケ
ル
ゼ
ン
と
フ
ロ
イ
ト
の
関
係
、
他
方
で
は
初
期
ケ
ル
ゼ
ン
の
研
究
に
辛
が
つ
 
 

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
特
色
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
次
に
こ
の
点
を
簡
単
に
紹
介
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
 
 

註
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（
1
2
）
 
サ
ン
テ
ィ
占
マ
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ノ
 
（
S
a
コ
t
i
R
O
ヨ
a
コ
○
）
 
は
一
八
七
五
年
バ
レ
ル
モ
に
生
ま
れ
l
九
四
七
年
ロ
ー
マ
で
逝
去
し
た
法
学
者
。
行
政
法
、
憲
法
、
教
 
 
 

会
法
、
国
際
法
に
精
通
し
、
法
を
制
度
と
み
な
す
制
度
理
論
そ
し
て
法
秩
序
の
多
元
論
を
主
張
し
た
。
主
著
と
し
て
『
主
観
的
公
権
論
』
（
一
八
九
七
年
）
、
 
 
 

『
法
秩
序
論
』
（
一
九
一
八
年
）
、
『
憲
法
講
義
』
（
一
九
二
六
年
）
、
『
行
政
法
講
義
』
（
一
九
三
〇
年
）
、
『
抄
録
法
学
辞
典
』
（
一
九
四
七
年
）
が
あ
る
。
c
f
r
．
 
 
 

8 7 6 5 4  
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T
）
 
 

学
の
及
ぼ
し
た
影
響
を
探
ろ
う
と
す
る
。
こ
こ
で
は
フ
ロ
シ
ー
ニ
も
指
摘
し
て
い
る
マ
リ
オ
・
G
・
ロ
サ
ー
ノ
の
論
稿
を
と
り
あ
げ
る
 
 

三
六
九
 
 
 

フ
ロ
シ
ー
ニ
に
み
ら
れ
る
如
く
イ
タ
リ
ア
の
学
者
は
ケ
ル
ゼ
ン
理
論
の
根
源
に
あ
る
も
の
に
関
心
を
示
し
、
 
 

26 25 24 23 22 21201918  1716151413  
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）
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ケ
ル
ゼ
ン
 
『
一
般
国
家
学
』
 
（
清
宮
四
郎
訳
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岩
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書
店
、
一
九
七
三
年
）
 
二
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頁
。
 
 

）
 
く
i
t
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○
ユ
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F
r
O
S
i
阜
O
p
．
C
i
t
．
－
p
」
巴
．
 
 

）
 
メ
タ
心
理
学
に
つ
い
て
は
ア
ー
ネ
ス
ト
∴
ン
ヨ
ー
ン
ズ
 
『
フ
ロ
イ
ト
の
生
涯
』
 
（
竹
友
安
彦
、
藤
井
治
彦
訳
、
紀
伊
国
屋
書
店
、
一
九
六
四
年
）
 
三
四
 
 

三
頁
に
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
「
『
メ
タ
心
理
学
』
の
概
念
は
フ
ロ
イ
ト
の
、
精
神
に
つ
い
て
の
理
論
の
中
心
で
あ
る
。
彼
は
あ
ら
ゆ
る
精
神
作
 
 

用
に
つ
い
て
（
a
）
精
神
作
用
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
属
性
、
（
b
）
精
神
作
用
の
ト
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
特
質
、
（
C
）
精
神
作
用
の
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
意
義
の
説
明
 
 

を
含
む
べ
き
、
包
括
的
な
記
述
を
こ
の
名
で
よ
び
た
い
と
願
っ
た
。
」
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三
七
〇
 
 
 

こ
と
に
し
よ
う
。
ロ
サ
ー
ノ
は
ケ
ル
ゼ
ン
理
論
へ
の
フ
ロ
イ
ト
の
影
響
を
研
究
す
る
前
提
と
し
て
の
両
者
の
親
交
が
い
か
な
る
も
の
で
 
 

あ
っ
た
か
を
示
し
て
く
れ
て
い
る
。
 
 

（
2
〕
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
言
）
 
一
九
七
人
年
、
ミ
ラ
ノ
と
パ
リ
の
フ
ロ
イ
ト
学
派
の
刊
行
す
る
雑
誌
『
S
i
c
』
は
フ
ロ
イ
ト
と
そ
の
弟
子
の
雑
誌
で
あ
っ
た
『
i
ヨ
a
g
O
』
 
 

の
白
銀
を
公
表
し
た
。
周
知
の
如
〈
こ
の
雑
誌
に
ケ
ル
ゼ
ン
は
「
国
家
の
概
念
と
社
会
心
理
学
」
 
（
一
九
二
二
午
）
 
を
発
表
し
て
お
り
、
 
 

そ
の
イ
タ
リ
ア
語
訳
が
ジ
ャ
コ
モ
・
コ
ン
ト
リ
の
コ
メ
ン
ト
付
き
で
 
『
S
i
c
』
誌
上
に
掲
載
さ
れ
た
。
コ
ン
ト
リ
は
そ
こ
で
フ
ロ
イ
ト
と
 
 

ケ
ル
ゼ
ン
の
関
係
に
つ
き
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
ケ
ル
ゼ
ン
の
論
文
発
表
後
四
年
経
過
し
た
一
九
二
六
年
に
い
わ
ゆ
る
ラ
イ
ク
事
件
が
 
 

も
ち
あ
が
っ
た
。
医
師
免
許
を
も
た
な
い
老
が
精
神
分
析
に
従
事
で
き
る
か
否
か
が
争
占
帖
に
な
り
、
フ
ロ
イ
ト
は
ラ
イ
ク
に
与
L
て
『
素
 
 

人
に
よ
る
精
神
分
析
の
問
題
』
を
書
き
上
げ
た
が
、
こ
の
本
は
「
あ
る
中
立
の
立
場
に
あ
る
人
と
の
問
答
」
と
い
う
体
裁
を
と
・
「
て
い
 
 

る
。
コ
ン
ト
リ
に
よ
れ
ば
こ
の
 
「
中
立
の
立
場
に
あ
る
人
」
と
は
ケ
ル
ゼ
ン
の
可
能
性
が
濃
い
。
 
 
 

こ
の
点
確
証
は
な
い
が
い
く
つ
か
の
傍
証
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
っ
 
次
の
二
つ
の
文
章
を
参
照
せ
よ
っ
 
 
 

「
ハ
ン
ス
・
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
そ
の
他
の
点
で
は
、
甥
解
力
の
あ
る
す
る
ど
い
批
判
を
行
っ
て
い
る
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
点
に
 
 

つ
い
て
は
、
私
は
、
『
集
団
精
神
』
 
に
こ
の
よ
う
な
組
織
を
み
と
め
る
の
が
、
『
集
団
精
神
』
 
の
実
休
化
、
す
な
わ
ち
そ
れ
を
個
人
の
精
 
 

神
的
過
程
か
ら
区
別
す
る
二
と
だ
と
は
考
え
て
い
な
い
」
 
（
『
集
団
心
理
学
と
自
我
の
分
析
』
新
版
、
一
九
三
一
一
年
、
フ
ロ
イ
ト
著
作
集
 
 

一
4
ノ
 
6
、
人
文
書
院
、
二
〇
九
頁
）
。
こ
う
し
た
主
張
は
 
『
素
人
に
よ
る
精
神
分
析
の
問
題
』
 
の
中
に
も
み
ら
れ
る
日
 
 
 

次
に
ラ
イ
ク
事
件
決
着
後
に
フ
ロ
イ
ト
の
発
表
し
た
「
『
素
人
に
よ
る
精
神
分
析
の
問
題
』
 
の
た
め
の
あ
と
が
き
」
 
二
九
二
七
年
、
 
 

フ
ロ
イ
ト
著
作
集
1
1
、
人
文
書
院
、
二
二
八
頁
）
 
で
は
以
下
の
よ
う
な
叙
述
が
あ
る
。
 
 
 

「
例
の
傾
向
的
著
書
に
お
い
て
 
『
中
立
の
立
場
に
あ
る
』
問
答
相
手
を
設
定
し
た
と
き
私
の
イ
メ
ー
∴
ジ
に
あ
っ
た
の
は
、
ヴ
ィ
ー
ン
 
 

の
高
官
の
ひ
と
り
の
人
物
像
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
他
人
の
意
見
を
よ
く
聞
こ
う
と
い
う
態
度
と
並
々
な
ら
ぬ
率
直
さ
と
を
そ
な
え
た
人
 
 

で
、
私
が
自
ら
ラ
イ
ク
訴
訟
事
件
に
つ
い
て
会
話
を
か
わ
し
、
そ
の
あ
と
彼
の
希
望
に
従
っ
て
、
こ
の
一
件
に
関
す
る
私
的
な
意
見
書
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を
手
渡
し
た
相
手
で
あ
る
。
彼
の
意
見
を
変
え
さ
せ
て
私
の
見
解
に
同
意
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
私
に
は
わ
 
 

か
っ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
私
は
 
『
中
立
の
立
場
に
あ
る
人
物
』
 
と
の
私
の
問
答
に
お
い
て
も
、
意
見
が
一
致
す
る
と
い
う
結
末
に
は
し
 
 

な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
。
 
 
 

コ
ン
ト
リ
は
こ
の
文
章
を
解
釈
し
て
ケ
ル
ゼ
ン
と
フ
ロ
イ
ト
と
の
意
見
の
不
一
致
の
中
身
を
確
証
せ
ん
と
す
る
。
そ
し
て
一
九
二
二
 
 

年
の
ケ
ル
ゼ
ン
論
文
、
一
九
二
三
年
の
フ
ロ
イ
ト
の
そ
れ
へ
の
批
判
、
一
九
二
六
年
の
問
答
、
一
九
二
七
年
の
あ
と
が
き
と
い
う
一
連
 
 

の
経
過
か
ら
「
中
立
の
立
場
あ
る
人
」
と
は
お
そ
ら
く
ケ
ル
ゼ
ン
の
こ
と
で
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 
 
 

ケ
ル
ゼ
ン
は
一
九
二
一
年
か
ら
一
九
三
〇
年
ま
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
憲
法
裁
判
所
の
裁
判
官
で
あ
っ
た
か
ら
ラ
イ
ク
垂
件
の
時
に
は
「
ヴ
 
 

ィ
ー
ン
の
高
官
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
だ
け
で
は
ま
だ
確
証
に
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
両
者
の
関
係
を
い
ま
 
 

す
こ
L
歴
史
的
に
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
 
 

（
5
）
 
 
 

周
知
の
メ
タ
ル
の
伝
記
で
は
フ
ロ
イ
ト
と
そ
の
学
派
に
つ
き
三
度
言
及
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
第
一
は
オ
ッ
ト
ー
・
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
ー
 
 

（
6
一
 
 

の
自
殺
と
い
う
事
件
を
通
じ
て
の
ケ
ル
ゼ
ン
と
の
間
接
的
な
関
係
に
お
い
て
で
あ
る
。
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
の
著
作
『
性
と
性
格
』
を
フ
 
 

ロ
イ
ト
が
そ
れ
ほ
ど
好
意
的
に
評
価
し
な
か
っ
た
こ
と
が
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
の
弱
冠
二
四
歳
の
時
の
自
殺
に
影
響
を
与
え
た
の
か
も
し
 
 

（
7
一
 
 

れ
な
い
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
現
実
に
は
、
こ
の
事
件
は
メ
タ
ル
の
漠
と
し
た
叙
述
以
上
に
凄
惨
な
形
で
進
行
し
、
フ
ロ
イ
ト
学
派
内
 
 

の
錯
綜
し
た
刺
々
し
い
雰
囲
気
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
両
性
説
は
フ
ロ
イ
ト
の
友
人
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
リ
ー
ス
の
主
張
し
て
 
 

い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
フ
ロ
イ
ト
は
こ
の
考
え
を
患
者
の
ヘ
ル
マ
ン
・
ズ
ヴ
ォ
ボ
ダ
に
説
明
し
、
ズ
ヴ
ォ
ダ
は
ま
た
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
 
 

ガ
1
の
友
人
で
あ
っ
た
の
で
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
『
性
と
性
格
』
に
は
両
性
説
が
著
し
い
役
割
を
果
た
し
て
い
 
 

る
と
考
え
た
フ
リ
ー
ス
は
三
者
を
攻
撃
す
る
小
冊
子
を
刊
行
、
事
件
は
訴
訟
に
ま
で
発
展
し
、
ヴ
ィ
ー
ン
の
新
聞
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
 
 

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
事
件
は
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
の
友
人
ケ
ル
ゼ
ン
に
も
間
接
的
な
形
で
影
響
を
与
え
て
い
る
。
例
え
ば
『
純
粋
法
 
 

学
』
第
一
版
の
序
文
に
み
ら
れ
る
次
の
文
章
は
こ
の
事
件
を
念
頭
に
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
よ
く
理
解
さ
れ
る
。
「
同
じ
努
力
を
す
る
人
々
 
 

三
七
一
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こ
の
ケ
ル
ゼ
ン
の
態
度
は
メ
タ
ル
の
伝
記
の
フ
ロ
イ
ト
学
派
へ
の
第
二
の
言
及
に
お
い
て
は
よ
り
明
確
に
な
っ
て
い
る
し
 
 
 

「
ケ
ル
ゼ
ン
は
『
師
の
言
葉
』
が
吟
味
な
し
に
受
け
取
ら
れ
る
の
を
期
待
も
し
な
か
っ
た
し
、
要
求
す
る
こ
と
も
決
し
て
な
か
っ
た
。
 
 

こ
う
し
て
ケ
ル
ゼ
ン
の
『
学
派
』
、
す
な
わ
ち
純
粋
法
学
は
狭
陰
な
信
仰
者
の
秘
密
集
会
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
ケ
ル
ゼ
ン
が
『
学
派
の
 
 

長
』
と
し
て
非
正
統
の
師
弟
に
破
門
を
申
し
渡
す
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
ヴ
ィ
ー
ン
の
別
の
『
学
派
』
、
す
な
わ
ち
精
 
 

神
分
析
学
派
に
お
い
て
は
カ
ー
ル
・
グ
ス
タ
フ
・
ユ
ン
グ
と
ア
ル
フ
レ
ー
ト
・
ア
ド
ラ
ー
が
ジ
グ
ム
ン
ト
・
フ
ロ
イ
ト
か
ら
離
れ
て
い
 
 

く
と
い
う
こ
と
が
お
こ
っ
た
。
ケ
ル
ゼ
ン
は
反
対
論
に
常
に
耐
え
た
し
、
時
に
は
自
ら
誘
発
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
無
知
と
悪
意
の
み
 
 

「
9
一
 
 

が
彼
を
怒
ら
せ
、
そ
の
感
情
を
害
し
た
」
。
 
 
 

こ
の
メ
タ
ル
の
叙
述
も
ロ
サ
ー
ノ
の
経
験
に
照
ら
す
と
牧
歌
的
す
ぎ
る
。
ケ
ル
ゼ
ン
は
自
分
に
対
す
る
批
判
、
自
己
の
学
説
の
紹
介
・
 
 

翻
訳
に
対
し
て
は
常
に
一
点
も
ゆ
る
ぎ
の
な
い
形
で
反
応
し
て
い
た
U
 
そ
れ
に
し
て
も
メ
タ
ル
の
こ
の
文
章
は
フ
ロ
イ
ト
学
派
が
ケ
ル
 
 

ゼ
ン
に
と
っ
て
一
つ
の
依
り
所
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
っ
 
こ
れ
に
対
し
マ
ッ
ハ
の
流
れ
を
引
く
論
理
実
証
学
派
 
 

の
ケ
ル
ゼ
ン
と
彼
の
仲
間
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い
。
ロ
サ
ー
ノ
は
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
メ
タ
ル
か
ら
直
接
こ
の
こ
と
を
聞
 
 

い
た
。
 
 
 

さ
て
第
三
の
言
及
は
例
の
サ
ン
ダ
I
事
件
で
あ
る
。
「
ケ
ル
ゼ
ン
は
サ
ン
ダ
ー
の
ア
ム
ビ
ヴ
ア
レ
ン
ト
な
精
神
状
態
を
理
解
す
る
た
め
 
 

に
ジ
グ
ム
ン
ト
・
フ
ロ
イ
ト
の
個
人
研
究
室
を
訪
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
弁
護
士
か
ら
精
神
分
析
学
者
に
転
向
し
て
い
 
 

た
ハ
ン
ス
・
ザ
ッ
ク
ス
博
士
の
勧
め
で
、
大
戦
中
に
フ
ロ
イ
ト
の
一
学
期
間
の
議
義
に
出
席
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
 
 

ケ
ル
ゼ
ン
が
個
人
的
に
も
フ
ロ
イ
ト
と
親
交
を
結
ぶ
よ
う
に
な
る
の
は
一
九
二
一
年
に
ゼ
ー
フ
ェ
ル
ト
で
と
も
に
夏
の
休
暇
を
過
ご
し
 
 

て
か
ら
で
あ
り
、
そ
こ
で
ケ
ル
ゼ
ン
は
問
題
の
人
物
の
秘
密
厳
守
を
要
求
し
て
自
ら
の
交
際
範
囲
か
ら
外
傷
性
の
症
例
の
若
干
を
フ
ロ
 
 
 

で
、
お
の
お
の
の
人
が
こ
こ
で
他
の
人
か
ら
学
ぼ
う
と
す
る
と
の
意
義
に
お
い
て
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
 
 

三
七
二
 
 
 

の
ひ
と
む
れ
が
密
接
に
結
合
し
て
、
私
の
学
派
と
名
ず
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
自
分
自
身
の
道
を
進
む
こ
と
を
敢
て
放
棄
し
な
い
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ロ
サ
ー
ノ
の
論
稿
の
大
略
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
整
理
し
て
み
よ
う
。
 
 
 

ま
ず
ケ
ル
ゼ
ン
は
友
人
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
の
著
書
『
性
と
性
格
』
を
め
ぐ
る
盗
作
騒
ぎ
、
そ
し
て
ヴ
ア
イ
ニ
ン
グ
ー
の
自
殺
と
い
う
 
 

事
件
 
（
一
九
〇
三
年
）
 
を
通
じ
て
フ
ロ
イ
ト
学
派
と
間
接
に
接
触
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
後
に
彼
の
学
問
に
対
す
る
態
度
、
弟
 
 

子
に
対
す
る
態
度
形
成
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
次
に
ケ
ル
ゼ
ン
は
大
戦
中
に
フ
ロ
イ
ト
の
講
義
に
参
加
し
て
い
た
。
そ
し
て
 
 

ザ
ン
ダ
ー
事
件
に
よ
り
フ
ロ
イ
ト
と
個
人
的
に
も
親
交
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
一
九
二
一
年
）
。
こ
れ
を
契
機
に
ケ
ル
ゼ
ン
は
フ
ロ
イ
ト
 
 

学
派
の
学
会
で
講
演
を
お
こ
な
い
、
雑
誌
に
発
表
す
る
ま
で
に
至
っ
た
（
一
九
二
二
年
）
。
フ
ロ
イ
ト
は
そ
の
後
「
集
団
精
神
の
実
体
化
」
 
 

に
つ
い
て
は
ケ
ル
ゼ
ン
と
意
見
の
違
い
の
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
一
九
二
三
年
）
。
こ
こ
ま
で
は
い
わ
ば
確
証
で
き
る
。
問
 
 

題
は
ラ
イ
ク
事
件
 
（
一
九
二
六
年
）
 
に
お
い
て
両
者
は
接
触
を
も
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ロ
サ
ー
ノ
は
コ
ン
ト
リ
の
推
測
に
 
 

確
答
を
与
え
て
い
な
い
。
し
か
し
メ
タ
ル
の
伝
記
に
依
拠
し
て
ケ
ル
ゼ
ン
と
フ
ロ
イ
ト
の
関
係
を
詳
述
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
ロ
サ
 
 

ー
ノ
自
身
は
積
極
的
に
コ
ン
ト
り
に
与
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
即
ち
か
の
 
「
中
立
の
立
場
の
人
」
と
は
ケ
ル
ゼ
ン
の
可
能
性
 
 

が
強
い
。
と
な
る
と
両
者
の
親
交
は
我
々
の
想
像
以
上
に
濃
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
 
 

三
七
三
 
 
 

イ
ト
に
話
し
て
い
る
っ
‥
 
‥
 
‥
 
‥
精
神
分
析
の
治
療
上
の
価
値
に
つ
き
ケ
ル
ゼ
ン
は
常
に
疑
問
を
抱
い
て
い
た
が
、
こ
の
こ
と
 
 

は
フ
ロ
イ
ト
自
身
か
ら
も
間
接
的
に
強
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
し
 
フ
ロ
イ
ト
は
人
間
の
内
な
る
も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
は
医
 
 

師
と
し
て
近
づ
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
ケ
ル
ゼ
ン
に
語
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
フ
ロ
イ
ト
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
患
者
の
治
療
よ
り
 
 

（
川
）
 
 

も
こ
の
 
『
内
な
る
も
の
へ
の
洞
察
』
 
に
よ
り
お
お
く
興
味
を
示
し
た
」
 

そ
の
後
ケ
ル
ゼ
ン
は
フ
ロ
イ
ト
の
招
待
で
一
九
二
二
年
一
一
月
三
〇
臼
、
ヴ
ィ
ー
ン
精
神
分
析
協
会
で
「
国
家
の
概
念
と
フ
ロ
イ
ト
 
 

の
集
団
心
理
学
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い
、
こ
れ
に
手
を
入
れ
て
フ
ロ
イ
ト
派
の
雑
誌
『
i
m
a
g
O
』
に
公
表
し
た
の
が
先
に
述
べ
た
「
国
 
 

家
の
概
念
と
社
会
心
理
学
」
 
で
あ
る
。
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さ
て
ケ
ル
ゼ
ン
と
フ
ロ
イ
ト
が
「
一
緒
に
古
典
を
読
む
」
程
の
親
交
に
あ
っ
た
こ
と
は
以
上
に
よ
り
疑
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
 
 

両
者
の
理
論
上
の
関
係
は
ど
う
な
る
か
っ
前
章
で
取
り
上
げ
た
フ
ロ
し
「
－
ニ
は
根
源
に
ま
で
遡
る
と
両
者
は
ユ
ダ
ヤ
の
伝
統
的
観
念
と
 
 

そ
れ
を
科
学
的
合
理
主
義
の
精
神
に
よ
り
普
遍
化
し
た
点
で
共
通
性
を
も
つ
と
し
た
。
た
だ
精
神
分
析
学
の
成
果
の
社
会
科
学
 
（
そ
し
 
 

て
法
学
）
 
へ
の
応
用
と
い
う
問
題
に
な
る
と
事
は
簡
単
で
は
な
い
。
集
団
精
神
の
組
織
化
に
対
し
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
そ
れ
は
実
体
化
に
な
 
 

る
と
し
、
フ
ロ
イ
ト
は
そ
う
で
は
な
い
、
と
し
て
意
見
の
違
い
が
み
ら
れ
た
こ
と
は
先
の
引
用
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
上
山
氏
が
鋭
 
 

一
ほ
 
 

く
指
摘
す
る
如
く
ケ
ル
ゼ
ン
の
精
神
分
析
学
に
対
す
る
態
度
は
両
義
的
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
い
ず
れ
に
し
も
精
神
分
析
学
と
法
学
 
 

．
1
 
 

一
．
▲
 
 

と
の
関
係
は
フ
ロ
ン
ー
ニ
及
び
ロ
サ
ー
ノ
も
述
べ
る
如
く
今
後
の
研
究
課
題
と
い
う
こ
と
に
な
る
〔
、
そ
し
て
フ
ロ
シ
ー
二
の
探
究
方
法
 
 

を
と
る
と
、
『
旧
約
』
と
い
う
、
八
百
万
の
神
々
に
親
し
ん
で
き
た
我
々
日
本
人
に
と
っ
て
は
い
さ
さ
か
苦
手
で
荷
の
重
い
『
書
』
と
格
 
 

闘
す
る
覚
悟
が
必
要
に
な
ろ
う
。
ケ
ル
ゼ
ン
研
究
者
は
「
根
本
規
範
論
」
と
か
「
法
一
元
論
」
と
か
「
国
家
と
法
の
同
一
性
論
」
等
の
 
 

み
で
な
く
、
そ
の
根
底
に
あ
る
も
の
に
ま
で
眼
を
向
け
て
研
究
す
る
よ
う
要
請
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
の
は
、
彼
の
壮
大
な
規
 
 

範
体
系
と
い
う
地
上
に
現
れ
た
も
の
は
イ
タ
リ
ア
の
学
者
が
指
摘
す
る
如
く
そ
の
地
下
で
ユ
ダ
ヤ
の
伝
統
に
ま
で
遡
る
巨
大
で
堅
固
な
 
 

根
に
支
え
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
強
い
か
ら
で
あ
る
。
 
 

三
七
四
 
 

尚
、
フ
ロ
シ
ー
ニ
も
両
者
の
親
交
が
密
な
る
こ
と
を
一
九
七
六
年
に
ヴ
ィ
ー
ン
で
ケ
ル
ゼ
ン
の
弟
子
ア
ル
フ
レ
ー
ト
・
フ
ェ
ア
ド
ロ
 
 

ス
か
ら
聞
い
た
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
両
者
は
決
ま
っ
た
よ
う
に
行
き
来
を
し
、
日
曜
の
午
後
に
は
ギ
リ
シ
ャ
語
や
ラ
テ
 
 

〓
 
 

ン
語
の
書
物
を
一
緒
に
読
ん
で
い
た
」
。
 
 

証
 
 

（
1
し
 
M
a
r
i
O
G
．
L
O
S
a
n
〇
一
R
a
p
p
O
r
t
i
 
t
r
a
 
K
e
】
s
e
n
e
F
r
e
u
d
】
i
n
S
O
C
i
0
1
0
g
i
a
 
d
e
－
D
i
r
i
t
t
O
」
讐
↓
▼
p
p
」
民
⊥
巴
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三
 
若
き
ケ
ル
ゼ
ン
と
 
『
ダ
ン
テ
の
国
家
論
』
 
 

了
）
 
 
 

さ
て
次
に
イ
タ
リ
ア
の
学
者
は
ケ
ル
ゼ
ン
の
処
女
作
『
ダ
ン
テ
・
ア
リ
キ
ュ
ー
リ
の
国
家
論
』
 
に
関
心
を
示
す
。
 
 
 

ケ
ル
ゼ
ン
が
こ
の
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
に
至
る
経
過
は
メ
タ
ル
の
伝
記
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ヴ
ィ
ー
ン
大
学
法
学
部
の
講
義
で
彼
が
 
 

唯
一
ま
と
も
に
出
席
し
た
の
は
レ
オ
・
シ
ュ
ト
リ
ゾ
ー
ヴ
ァ
1
の
法
哲
学
史
で
あ
り
、
そ
の
講
義
で
ダ
ン
テ
が
 
『
帝
政
論
』
 
と
い
う
作
 
 

13 12 （
2
）
 
S
i
c
と
は
ラ
テ
ン
語
な
ら
ば
「
二
の
よ
う
に
」
、
「
そ
の
よ
う
に
」
 
の
意
〔
）
 
 

（
3
）
 
「
イ
マ
ゴ
」
と
は
心
象
、
イ
メ
ー
ジ
の
こ
と
。
 
 

（
4
〕
 
当
該
箇
所
が
ど
こ
を
指
ト
て
い
る
か
定
か
で
は
な
い
っ
 
た
だ
、
邦
訳
に
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
「
そ
れ
（
精
神
分
析
学
）
は
『
深
層
心
理
学
』
 
 
 

と
L
て
、
す
な
わ
ち
無
意
識
の
心
に
関
す
る
理
論
と
L
て
、
人
間
の
文
化
の
発
生
の
歴
史
と
、
芸
術
や
宗
教
や
社
会
秩
序
と
い
っ
た
人
間
文
化
の
偉
大
な
 
 
 

諸
制
度
と
を
研
究
す
る
あ
ら
ゆ
る
学
問
に
と
っ
て
不
可
欠
の
も
の
と
な
る
で
し
ょ
う
。
」
（
二
二
四
頁
）
、
「
わ
れ
わ
れ
の
文
化
と
い
う
も
の
は
ほ
と
ん
ど
堪
 
 
 

え
が
た
い
よ
う
な
重
圧
を
わ
れ
わ
れ
の
上
に
か
け
て
く
る
、
文
化
は
一
種
の
集
団
的
生
き
方
を
要
求
し
ま
す
L
そ
の
場
合
、
こ
う
期
待
す
る
の
は
果
し
て
 
 
 

突
飛
に
す
ぎ
る
で
L
よ
う
か
ン
精
神
分
析
は
さ
ま
ぎ
ま
な
困
難
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
人
間
に
こ
の
よ
う
な
集
団
的
生
き
方
に
適
合
し
て
い
く
た
め
の
心
構
 
 
 

え
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
の
に
適
ト
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
」
 
（
二
二
六
頁
）
っ
 
 

〔
5
）
 
R
亡
d
O
－
f
A
l
a
d
腎
M
賢
a
〓
－
H
A
N
S
K
E
r
S
E
N
 
r
e
b
e
コ
亡
コ
d
W
e
r
k
」
史
準
 
 

（
6
）
 
こ
れ
に
つ
い
て
は
参
照
、
長
尾
龍
一
『
ケ
ル
ゼ
ン
の
周
辺
』
 
（
木
鐸
社
、
一
九
八
〇
年
）
 
六
〇
頁
以
下
っ
 
 

1110 9 8 7   

M
空
a
〓
－
a
．
a
．
〇
．
，
S
．
P
 
 

『
ケ
ル
ゼ
ン
純
粋
法
学
』
 
（
横
川
軍
二
郎
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
）
 
∴
頁
り
 
 

M
m
t
a
ニ
）
a
．
a
．
〇
．
一
S
．
u
－
f
一
 
 

M
m
t
a
〓
一
a
．
a
．
〇
．
－
S
．
墓
f
．
 
 

く
i
t
t
O
ユ
O
 
F
r
O
S
i
阜
O
p
．
C
i
t
こ
P
」
誅
．
 
 

上
山
安
敏
「
ケ
ル
ゼ
ン
と
フ
ロ
イ
ト
断
章
」
 
へ
長
尾
龍
一
他
編
『
新
ケ
ル
ゼ
ン
研
究
』
、
木
鐸
社
、
山
九
八
一
年
）
 
三
七
貞
U
 
 

r
O
S
a
コ
○
、
O
p
．
C
i
t
．
一
p
」
∽
－
．
 
 

三
七
五
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三
七
六
 
 
 

品
を
書
い
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
シ
ュ
ト
リ
ゾ
ー
ヴ
ァ
ー
の
制
止
に
も
拘
わ
ら
ず
、
ダ
ン
テ
の
国
家
論
を
取
り
上
げ
た
論
文
が
な
か
っ
 
 

た
こ
と
、
単
な
る
試
験
勉
強
よ
り
は
面
白
い
勉
強
を
し
て
み
た
い
、
と
い
う
こ
と
か
ら
、
『
ダ
ン
テ
の
国
家
論
』
を
執
筆
す
る
こ
と
に
な
 
 

「
2
）
 
 

っ
た
。
 
 

（
3
）
 
 
 

し
か
し
こ
の
作
品
は
ケ
ル
ゼ
ン
自
身
も
「
あ
ま
り
独
創
性
の
な
い
学
生
論
文
以
上
の
も
の
で
は
な
い
」
と
み
な
し
た
よ
う
に
、
ケ
ル
 
 

ゼ
ン
の
著
作
の
中
で
は
評
価
の
高
く
な
い
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。
に
も
拘
わ
ら
ず
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
リ
ソ
コ
ボ
ー
ノ
は
若
き
ケ
ル
ゼ
 
 

ン
と
後
期
の
ケ
ル
ゼ
ン
の
法
思
想
の
継
続
性
の
有
無
を
探
究
せ
ん
と
し
て
敢
え
て
こ
の
初
期
ケ
ル
ゼ
ン
の
著
作
を
検
討
の
祖
上
に
の
せ
 
 

〔
4
）
 
 

る
。
そ
こ
か
ら
浮
び
上
が
る
ケ
ル
ゼ
ン
像
は
如
何
な
る
も
の
か
。
 
 
 

ま
ず
リ
ソ
コ
ポ
ー
ノ
は
若
き
ケ
ル
ゼ
ン
が
ダ
ン
テ
の
法
思
想
を
専
ら
論
ず
る
と
い
う
方
法
 
（
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）
 
を
確
信
を
も
っ
て
 
 

採
用
し
た
こ
と
に
注
目
す
る
。
こ
の
方
法
論
は
い
う
ま
で
も
な
く
法
史
学
と
関
わ
り
を
も
つ
。
こ
の
点
、
ケ
ル
ゼ
ン
も
し
ば
し
ば
引
用
 
 

し
て
い
る
二
人
の
法
学
者
、
イ
ェ
リ
ネ
ク
と
ギ
ー
ル
ケ
の
影
響
が
考
、
え
ら
れ
る
が
、
リ
ソ
コ
ボ
ー
ノ
は
ギ
ー
ル
ケ
の
影
響
が
強
い
と
み
 
 

る
。
 
 
 

ま
ず
イ
ェ
り
ネ
ク
で
あ
る
が
、
彼
は
国
家
学
と
歴
史
の
関
係
を
深
く
自
覚
し
て
お
り
、
歴
史
を
「
す
べ
て
の
社
会
科
学
の
、
し
た
が
 
 

っ
て
ま
た
国
家
学
の
記
述
の
基
礎
」
と
み
な
し
、
「
単
に
事
実
の
み
な
ら
ず
事
実
の
関
連
」
を
記
述
す
る
こ
と
を
歴
史
の
任
務
と
し
た
が
、
 
 

同
時
に
「
歴
史
的
諸
研
究
は
、
本
質
的
に
、
過
去
の
理
解
に
は
役
立
つ
が
、
現
在
の
理
解
に
は
役
立
た
な
い
。
後
者
の
理
解
の
た
め
に
 
 

は
、
発
展
の
知
識
で
十
分
で
あ
る
」
と
し
て
、
そ
の
限
界
も
ふ
ま
え
て
い
た
。
そ
し
て
種
々
の
方
法
論
を
批
判
的
に
吟
味
し
、
帰
納
に
 
 

よ
っ
て
も
た
ら
き
れ
る
 
「
経
験
類
型
」
を
発
見
す
る
に
い
た
っ
た
。
 
 
 

と
こ
ろ
が
若
き
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
歴
史
学
派
の
欠
点
を
批
判
し
方
法
論
を
批
判
的
に
吟
味
す
る
と
い
う
イ
ェ
り
ネ
ク
も
含
む
当
時
二
 
 

九
〇
四
～
〇
五
年
）
の
文
化
潮
流
か
ら
は
程
遠
く
、
『
ダ
ン
テ
の
国
家
論
』
第
一
章
に
お
い
て
一
三
世
紀
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
近
代
性
を
し
 
 

き
り
に
強
調
し
て
い
る
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
と
か
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
い
う
用
語
を
安
易
に
使
用
し
て
い
る
の
が
そ
の
例
で
あ
る
。
こ
れ
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は
中
世
的
要
素
と
近
代
的
要
素
と
を
ぎ
こ
ち
な
く
混
同
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
ケ
ル
ゼ
ン
の
イ
ェ
リ
ネ
ク
の
読
み
方
は
表
面
的
な
 
 

も
の
で
あ
っ
た
と
言
わ
ぎ
る
を
え
な
い
。
 
 
 

こ
れ
に
対
し
キ
ー
ル
ケ
は
過
去
の
中
に
現
在
の
法
的
・
政
治
的
意
図
の
根
拠
と
正
当
化
を
求
め
ん
と
し
、
と
り
わ
け
ゲ
ル
マ
ニ
ス
ム
 
 

の
精
神
的
起
源
を
探
ろ
う
と
し
た
。
そ
し
て
方
法
論
的
に
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
継
続
性
の
名
の
下
で
構
造
上
の
種
差
を
看
過
し
て
近
代
 
 

に
典
型
的
な
問
題
を
中
世
の
法
・
政
治
思
想
の
歴
史
に
移
植
せ
ん
と
す
る
。
歴
史
学
派
の
遺
産
が
ロ
マ
ン
主
義
的
伝
統
と
と
も
に
ギ
ー
 
 

ル
ケ
の
思
想
内
容
と
方
法
論
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
ケ
ル
ゼ
ン
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
い
う
方
法
は
、
こ
の
ギ
ー
ル
ケ
の
線
に
沿
っ
 
 

て
い
る
と
言
え
よ
、
つ
。
 
 
 

次
に
『
ダ
ン
テ
の
国
家
論
』
 
の
内
容
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
ま
ず
、
ケ
ル
ゼ
ン
が
中
世
か
ら
近
代
へ
の
移
行
の
要
素
と
し
て
ゲ
ル
マ
 
 

ニ
ス
ム
の
果
た
し
た
役
割
を
強
調
し
て
い
る
点
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
 
 
 

ケ
ル
ゼ
ン
は
キ
リ
ス
ト
教
が
国
家
よ
り
も
個
人
を
重
視
し
た
こ
と
に
ふ
れ
な
が
ら
、
「
こ
の
思
想
は
国
家
か
ら
自
由
な
個
人
の
権
利
を
 
 

承
認
す
る
。
そ
れ
は
最
初
宗
教
的
領
域
の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、
や
が
て
ゲ
ル
マ
ン
的
な
個
人
主
義
的
法
観
念
に
支
え
ら
れ
て
、
 
 

近
代
自
然
法
論
が
宣
言
し
た
不
可
侵
・
生
得
の
一
連
の
人
権
へ
と
発
展
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
r
レ
 
 
 

更
に
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
ダ
ン
テ
に
は
「
近
代
国
家
論
の
最
初
の
明
確
な
萌
芽
」
が
み
ら
れ
る
と
し
、
そ
れ
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
 
『
政
 
 

治
学
』
 
の
発
見
に
よ
り
、
「
国
家
・
教
会
・
家
族
な
ど
の
集
団
を
学
問
的
に
理
解
し
ょ
う
と
す
る
試
み
」
 
が
始
ま
っ
て
い
た
か
ら
と
す
る
。
 
 

こ
こ
で
言
う
「
学
問
的
に
理
解
さ
れ
た
集
団
」
と
は
ギ
ー
ル
ケ
の
歴
史
解
釈
の
仮
説
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
ギ
ー
ル
ケ
の
方
法
論
と
所
説
を
下
敷
き
に
し
て
、
《
西
洋
社
会
に
お
い
て
ゲ
ル
マ
ニ
ス
ム
の
果
た
し
た
役
割
》
を
強
調
 
 

し
、
《
ダ
ン
テ
の
近
代
性
》
を
主
張
す
る
若
き
ケ
ル
ゼ
ン
の
試
み
は
果
た
し
て
成
功
を
収
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
 
 

『
ダ
ン
テ
の
国
家
論
』
第
五
章
は
国
家
の
目
的
に
つ
き
述
べ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
ダ
ン
テ
の
叙
述
と
ケ
ル
ゼ
ン
の
そ
の
解
釈
の
禿
 
 

三
七
七
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三
七
八
 
 
 

離
が
み
ら
れ
る
。
 
 
 

ダ
ン
テ
は
国
家
の
目
的
を
人
類
の
目
的
に
還
元
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
常
に
可
能
な
限
り
す
べ
て
の
知
的
能
力
を
発
現
さ
せ
る
こ
 
 

と
で
あ
り
、
そ
れ
は
第
一
に
は
思
弁
に
よ
り
、
第
二
に
は
思
弁
を
発
展
さ
せ
た
行
動
に
よ
る
 
（
a
c
t
u
a
r
e
s
e
ヨ
p
e
r
t
O
t
a
m
p
O
t
e
n
t
i
a
m
 
 

i
n
t
e
〓
e
c
t
u
s
 
p
O
S
S
i
b
i
－
i
s
〉
p
e
r
 
p
r
己
S
 
a
d
 
s
p
e
c
u
－
a
コ
d
u
m
 
e
t
 
s
e
c
u
コ
d
a
r
i
O
 
p
r
O
p
t
e
r
 
h
O
C
 
a
d
名
e
r
a
n
d
u
ヨ
p
e
r
 
S
亡
a
ヨ
e
已
e
ロ
・
 
 

s
i
O
ロ
e
m
）
」
。
こ
の
よ
う
な
国
家
目
的
の
問
題
を
ダ
ン
テ
が
根
源
的
に
自
覚
し
て
い
た
の
は
ケ
ル
ゼ
ン
に
よ
ば
神
学
に
由
来
す
る
。
「
こ
の
 
 

国
家
哲
学
は
神
学
の
支
配
下
に
あ
り
、
そ
の
神
学
上
の
終
末
論
の
問
題
か
ら
し
て
も
、
国
家
の
究
極
目
的
の
問
題
は
一
層
詳
細
に
検
討
 
 

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
。
「
問
題
は
 
『
人
類
の
究
極
的
使
命
の
う
ち
、
ど
の
目
的
が
国
家
と
い
う
制
度
に
課
さ
れ
る
の
か
』
 
に
あ
る
」
。
 
 
 

こ
こ
で
は
ま
ず
次
の
こ
と
が
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ケ
ル
ゼ
ン
は
国
家
目
的
の
問
題
設
定
に
際
L
イ
ェ
リ
ネ
ク
の
文
言
を
 
 

引
用
L
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
イ
ェ
リ
ネ
ク
自
身
は
「
究
極
問
題
に
対
す
る
解
答
の
す
べ
て
は
、
一
般
的
な
説
得
力
を
欠
い
て
い
る
。
 
 

さ
ら
に
、
現
代
の
リ
ア
ル
な
問
題
を
満
足
に
解
決
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
」
と
L
、
「
キ
リ
ス
ト
教
的
中
世
期
の
文
献
は
、
科
学
的
国
家
 
 

学
の
思
考
か
ら
遠
く
隔
た
っ
て
い
る
」
 
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
全
く
逆
の
立
場
か
ら
の
引
用
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
面
で
も
 
 

ケ
ル
ゼ
ン
の
イ
ェ
リ
ネ
ク
理
解
が
浅
薄
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
 
 
 

さ
て
、
国
家
に
よ
る
こ
の
人
類
目
的
の
実
現
の
た
め
に
は
、
ダ
ン
テ
に
よ
れ
ば
、
平
和
、
自
由
、
正
義
が
重
要
な
前
提
に
な
る
じ
 
そ
 
 

し
て
「
国
家
は
平
和
■
正
義
・
自
由
を
実
現
す
べ
き
で
あ
る
、
と
要
請
す
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
法
治
国
の
特
色
で
あ
る
」
ら
 
そ
れ
故
ケ
ル
 
 

ゼ
ン
に
と
っ
て
は
ダ
ン
テ
の
国
家
論
は
法
治
国
家
を
説
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
「
ダ
ン
テ
は
そ
の
国
家
に
法
目
 
 

的
の
み
な
ら
ず
、
文
化
目
的
を
課
し
た
」
 
の
で
あ
り
、
「
近
代
的
文
化
国
家
思
想
の
中
世
に
お
け
る
先
駆
者
の
一
人
」
 
で
あ
る
。
 
 
 

は
た
し
て
ダ
ン
テ
の
主
張
に
近
代
性
は
あ
る
の
か
。
ま
ず
中
世
に
お
け
る
平
和
と
正
義
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
明
確
に
皇
帝
の
人
格
に
 
 

依
存
す
る
も
の
で
あ
り
、
平
和
な
自
由
を
確
保
す
る
た
め
に
は
皇
帝
は
神
の
恩
寵
を
必
要
と
す
る
。
又
ダ
ン
テ
の
言
う
自
由
も
近
代
市
 
 

民
の
政
治
的
自
由
で
は
な
く
、
責
任
を
も
っ
て
行
動
す
る
権
能
の
こ
と
で
あ
り
、
皇
帝
の
支
配
の
下
で
の
み
人
間
は
こ
の
自
由
を
行
使
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『
ダ
ン
テ
の
国
家
論
』
第
七
草
で
ケ
ル
ゼ
ン
は
人
民
主
権
論
に
対
す
る
ダ
ン
テ
の
位
置
を
検
討
す
る
。
ダ
ン
テ
の
言
う
君
主
と
は
「
職
 
 

務
（
O
f
f
i
c
i
u
ヨ
）
」
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
仝
共
同
体
の
利
益
の
た
め
に
か
つ
そ
れ
に
奉
仕
す
る
た
め
に
行
使
さ
れ
る
。
そ
れ
披
ダ
ン
 
 

テ
は
「
支
配
者
の
地
位
を
権
利
の
み
な
ら
ず
義
務
を
も
伴
う
職
務
と
考
え
る
ゲ
ル
マ
ン
的
観
念
に
従
っ
」
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
い
と
も
 
 

簡
単
に
ケ
ル
ゼ
ン
は
次
の
よ
う
な
結
論
を
引
き
出
す
べ
原
因
と
し
て
の
神
は
背
面
に
退
い
て
お
り
、
せ
い
ぜ
い
遠
因
（
c
a
u
s
a
r
e
m
O
t
a
）
 
 

の
地
位
を
占
め
る
に
過
ぎ
ず
、
直
接
の
支
配
の
源
泉
は
、
人
民
主
権
論
に
相
応
し
て
、
人
民
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
支
配
者
は
人
民
 
 

の
代
表
者
で
あ
る
。
ダ
ン
テ
は
こ
の
こ
と
を
明
言
し
て
い
な
い
が
、
彼
の
脳
裡
に
こ
の
思
想
、
少
な
く
と
も
こ
の
よ
う
な
思
想
が
去
来
 
 

し
て
い
た
こ
と
は
、
様
々
な
状
況
証
拠
か
ら
み
て
、
あ
り
そ
う
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
」
。
又
抵
抗
権
に
つ
い
て
も
「
ダ
ン
テ
は
こ
の
点
に
 
 

三
七
九
 
 
 

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ダ
ン
テ
の
議
論
は
キ
リ
ス
ト
教
哲
学
の
雰
囲
気
に
ど
っ
ぷ
り
つ
か
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
れ
故
ケ
ル
ゼ
 
 

ン
の
《
ダ
ン
テ
の
近
代
性
》
 
の
主
張
に
は
首
肯
し
が
た
い
。
 
 
 

に
も
拘
わ
ら
ず
何
故
に
ケ
ル
ゼ
ン
は
《
ダ
ン
テ
の
近
代
性
》
を
主
張
し
て
止
ま
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

こ
こ
で
も
イ
ユ
リ
ネ
ク
と
ギ
ー
ル
ケ
と
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
し
 
周
知
の
如
く
イ
ェ
リ
ネ
ク
は
「
純
粋
な
法
治
国
家
論
は
、
無
 
 

国
家
で
あ
る
こ
と
の
要
求
と
、
実
際
上
は
同
義
な
の
で
あ
る
」
と
し
、
「
法
的
保
護
と
い
う
機
能
だ
け
に
制
限
さ
れ
た
国
家
は
、
一
度
た
 
 

り
と
も
存
在
し
な
か
っ
た
し
、
一
度
た
り
と
も
存
在
し
得
な
い
」
 
と
述
べ
て
い
る
。
イ
ェ
リ
ネ
ク
に
と
っ
て
法
治
国
家
と
は
近
代
自
然
 
 

法
思
想
に
結
び
つ
い
た
典
型
的
に
近
代
的
理
論
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
最
初
の
歴
史
的
表
現
は
 
「
神
意
に
由
来
す
る
王
権
に
対
す
 
 

る
イ
ギ
リ
ス
議
会
の
闘
争
」
 
の
中
に
み
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
ギ
ー
ル
ケ
は
近
代
自
然
法
思
想
に
よ
る
法
治
国
家
と
中
世
 
 

ド
イ
ツ
に
お
け
る
法
治
国
家
と
を
実
質
的
に
同
一
視
し
て
い
る
。
と
な
る
と
ケ
ル
ゼ
ン
は
キ
ー
ル
ケ
の
立
場
に
よ
り
近
い
と
言
え
、
《
 
 

ダ
ン
テ
の
近
代
性
》
を
主
張
す
る
こ
と
に
よ
り
自
己
が
ギ
ー
ル
ケ
の
立
場
に
与
し
て
い
る
こ
と
を
暗
黙
裡
に
表
明
し
て
い
た
と
い
う
こ
 
 

と
に
な
る
。
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三
八
〇
 
 
 

言
及
す
る
こ
と
が
非
常
に
少
な
い
、
否
殆
ど
な
い
」
と
し
つ
つ
も
、
「
し
か
し
こ
こ
で
の
激
し
い
怒
り
の
語
調
や
、
彼
が
時
折
洩
ら
す
暴
 
 

君
へ
の
熱
烈
な
憎
悪
の
念
、
及
び
そ
の
政
治
的
に
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
態
度
な
ど
を
思
い
合
わ
せ
る
と
、
彼
は
単
な
る
消
極
的
抵
抗
以
上
の
 
 

積
極
的
抵
抗
を
考
え
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
 
と
し
て
肯
定
し
て
い
る
。
 
 
 

し
か
し
ダ
ン
テ
の
文
章
か
ら
は
人
民
を
政
治
的
主
体
と
し
て
い
る
こ
と
は
読
み
取
れ
な
い
。
皇
帝
は
人
民
で
は
な
く
法
律
に
関
わ
り
 
 

を
も
つ
。
権
力
は
君
臨
し
統
治
す
る
皇
帝
の
手
中
に
あ
る
。
そ
れ
故
中
世
的
な
法
律
の
優
位
に
つ
き
述
べ
て
は
い
る
が
、
人
民
主
権
は
 
 

主
張
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ケ
ル
ゼ
ン
の
結
論
は
性
急
す
ぎ
る
と
言
っ
て
よ
い
っ
 
こ
の
点
ケ
ル
ゼ
ン
の
依
拠
し
た
キ
ー
ル
ケ
は
慎
 
 

重
で
あ
っ
た
。
ギ
ー
ル
ケ
は
人
民
の
不
可
譲
■
不
可
分
で
時
効
に
か
か
ら
な
い
権
利
は
ア
ル
ト
ウ
ー
ジ
ウ
ス
に
遡
る
と
し
、
そ
れ
以
前
 
 

と
は
し
て
い
な
い
。
中
世
に
お
い
て
は
主
権
理
論
の
歴
史
的
発
展
の
第
一
歩
が
記
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
か
く
し
て
ギ
ー
ル
ケ
に
と
っ
 
 

て
は
近
代
理
論
の
萌
芽
に
す
ぎ
な
い
も
の
が
ケ
ル
ゼ
ン
に
と
っ
て
は
近
代
理
論
そ
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ケ
ル
ゼ
ン
の
若
さ
放
 
 

と
言
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
が
、
そ
の
根
底
に
は
主
権
的
権
力
の
制
限
と
い
う
近
代
理
論
の
形
成
に
及
ぼ
し
た
ゲ
ル
マ
ン
的
 
 

観
念
の
過
大
評
価
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
若
き
ケ
ル
ゼ
ン
が
法
治
国
家
論
、
人
民
主
権
論
の
先
駆
者
を
ダ
ン
テ
に
求
め
る
と
い
う
証
明
さ
れ
ぎ
る
命
題
に
固
執
し
 
 

た
の
は
、
当
時
の
全
般
的
思
想
運
動
を
抜
き
に
し
て
は
充
分
に
理
解
し
え
な
い
。
《
ダ
ン
テ
の
近
代
性
》
、
《
ゲ
ル
マ
ン
的
要
素
の
強
 
 

調
》
に
よ
り
ケ
ル
ゼ
ン
が
無
自
覚
に
で
は
あ
れ
意
図
し
た
も
の
は
世
紀
末
の
ゲ
ル
マ
ン
精
神
の
高
揚
と
い
う
雰
囲
気
に
自
ら
も
参
加
す
 
 

る
こ
と
て
あ
っ
た
。
 
 
 

そ
れ
故
ケ
ル
ゼ
ン
の
議
論
に
は
ー
お
そ
ら
く
本
人
は
自
覚
し
て
は
い
な
い
が
帝
国
主
義
的
発
展
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
実
践
が
反
映
 
 

し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
点
に
お
い
て
こ
そ
若
き
ケ
ル
ゼ
ン
と
後
期
ケ
ル
ゼ
ン
の
継
続
性
と
い
う
問
題
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
 
（
外
 
 

観
上
は
ダ
ン
テ
の
思
考
の
基
礎
に
あ
っ
た
統
一
性
原
理
と
純
粋
法
学
の
依
拠
す
る
法
的
対
象
の
統
】
性
と
い
う
認
識
論
上
の
要
請
に
継
 
 

続
性
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
）
。
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本
稿
で
は
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
ケ
ル
ゼ
ン
研
究
の
黎
明
期
、
ケ
ル
ゼ
ン
と
フ
ロ
イ
ト
の
関
係
、
若
き
ケ
ル
ゼ
ン
と
後
期
ケ
ル
ゼ
ン
の
 
 

継
続
性
に
焦
点
を
あ
て
て
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
ケ
ル
ゼ
ン
研
究
の
一
端
を
紹
介
し
た
。
も
ち
ろ
ん
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
ケ
ル
ゼ
ン
研
究
 
 

は
こ
れ
に
す
べ
て
が
代
表
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
本
稿
の
一
の
最
後
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
如
く
、
法
の
一
般
理
論
、
法
哲
学
、
憲
 
 

法
学
、
国
際
法
学
、
政
治
理
論
の
す
べ
て
に
及
ん
で
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
 
 
 

と
り
わ
け
政
治
理
論
の
分
野
で
は
ト
リ
ノ
大
学
の
ノ
ル
ベ
ル
ト
・
ボ
ツ
ビ
オ
に
よ
る
ケ
ル
ゼ
ン
理
論
を
積
極
的
に
評
価
し
た
上
で
の
 
 

研
究
が
注
目
さ
れ
る
。
彼
は
社
会
党
系
の
理
論
家
で
あ
り
な
が
ら
、
マ
ル
ク
ス
主
義
者
が
純
粋
法
学
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
国
家
の
イ
デ
オ
ロ
 
 

以
上
が
ボ
ッ
コ
ー
ニ
論
文
の
極
め
て
粗
削
り
な
大
略
で
あ
る
が
、
若
き
ケ
ル
ゼ
ン
の
法
思
想
の
中
に
既
に
純
粋
法
学
者
と
し
て
の
ケ
 
 

ル
ゼ
ン
の
顔
が
覗
い
て
お
り
、
そ
れ
を
繋
ぐ
共
通
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
帝
国
主
義
発
展
段
階
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
そ
れ
で
あ
る
、
と
 
 

い
う
の
が
そ
の
結
論
で
あ
ろ
う
。
 
 

（（（（ 証  
4 3 2 1  

）
 
ハ
ン
ス
・
ケ
ル
ゼ
ン
 
『
ダ
ン
テ
の
国
家
論
』
 
（
長
尾
龍
一
訳
、
木
鐸
社
、
一
九
七
七
年
）
〔
、
 
 

）
 
M
賢
a
－
1
も
．
a
．
〇
．
、
S
．
箪
 
 

）
 
M
賢
a
H
－
a
．
a
．
〇
．
－
S
．
¢
．
 
 

）
 
F
r
a
n
c
e
s
c
O
R
i
c
c
O
b
O
n
O
－
G
－
〓
n
i
z
i
d
i
K
e
－
s
e
n
‥
L
a
t
e
O
r
i
a
d
e
〓
O
S
t
a
t
O
i
n
D
a
n
t
e
こ
n
R
i
v
i
s
t
a
i
n
t
e
⊇
a
Z
i
O
コ
a
l
e
d
〓
i
－
O
S
O
f
i
a
d
e
－
d
i
r
i
t
t
〇
一
 
 

－
当
P
p
p
．
N
巴
・
N
琴
 
以
下
は
リ
ソ
コ
ポ
ー
ノ
論
文
の
私
な
り
の
要
約
で
あ
る
が
、
繁
を
避
け
る
た
め
一
々
当
該
箇
所
を
注
記
し
な
い
。
 
 

ま
と
め
に
か
え
て
 
 

三
八
一
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さ
て
最
後
に
こ
れ
ま
で
の
検
討
を
私
流
に
大
胆
に
概
括
す
れ
ば
、
イ
タ
リ
ア
の
研
究
者
は
ケ
ル
ゼ
、
／
を
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
法
文
化
の
最
 
 

、
、
 
 

後
に
し
て
偉
大
な
代
表
者
」
 
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
理
論
の
中
に
あ
る
民
主
的
要
素
に
注
目
し
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ
て
い
こ
う
 
 

と
す
る
、
い
わ
ば
ア
ム
ビ
ヴ
ア
レ
ン
ト
な
接
近
方
法
を
と
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
か
。
 
 

三
八
l
一
 
 
 

ギ
ー
で
あ
る
と
主
張
し
続
け
る
の
を
不
正
確
で
あ
る
と
し
、
権
力
に
対
す
る
法
の
優
位
を
説
く
ケ
ル
ゼ
、
／
の
理
論
の
背
景
に
は
法
治
国
 
 

（
－
ユ
 
 

家
の
理
念
が
あ
る
と
し
て
こ
れ
に
賛
意
を
表
明
し
て
い
る
し
 
と
す
れ
ば
ボ
ッ
ビ
オ
は
今
日
の
社
会
に
お
い
て
変
革
を
志
す
場
合
に
も
既
 
 

存
の
制
度
の
破
壊
に
よ
っ
て
で
は
な
く
合
法
性
の
枠
内
で
そ
れ
が
可
能
で
あ
り
望
ま
し
い
と
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
 
 

の
点
で
念
頭
に
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
ケ
ル
ゼ
ン
の
次
の
主
張
で
あ
る
。
「
現
代
社
会
は
本
質
的
に
二
つ
の
階
級
に
分
か
れ
て
い
 
 

る
の
で
あ
る
。
一
体
慨
嘆
は
し
え
て
も
否
定
し
え
な
い
こ
の
厳
酷
な
対
立
を
流
血
的
・
革
命
的
な
方
法
で
破
局
に
陥
れ
る
こ
と
な
〈
平
 
 

で
）
 
 

和
的
・
漸
進
的
に
調
停
す
る
可
能
性
を
も
っ
た
形
式
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
議
会
制
民
主
主
義
に
他
な
ら
な
い
」
。
 
 
 

議
会
制
民
、
享
王
義
の
枠
組
み
を
承
認
し
た
上
で
社
会
変
革
の
展
望
を
構
想
す
る
と
い
う
の
が
今
H
の
西
洋
の
マ
ル
ク
ス
主
義
政
見
の
 
 

戦
略
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
ケ
ル
ゼ
ン
の
命
題
を
出
発
点
と
し
、
そ
れ
を
更
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
〈
る
。
ボ
ッ
ビ
 
 

オ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
こ
の
線
に
沿
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 

註
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（
付
記
）
本
稿
の
作
成
に
お
い
て
は
文
献
は
も
ち
ろ
ん
ケ
ル
ゼ
ン
自
身
に
つ
い
て
も
稲
田
先
生
か
ら
有
益
な
御
教
示
を
頂
い
た
。
記
L
て
謝
意
を
表
す
る
と
と
も
 
 

に
、
先
生
の
無
事
の
御
退
官
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
あ
げ
た
い
。
 
 

三
八
三
 
 
 




